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アメリカにおける









ための人材養成を視野に入れた、全米州知事会（National Governors Association 
Center for Best Practices、以下 NGA Center）と全米州教育長協議会（Council of 
Chief State School Officers、以下 CCSSO）が共同で、「大学進学や就職に十分な
能力や技能を有して卒業できるための教育（学習）基準」という名称で
2010 年に作成したのが「全州共有基礎基準」（Common Core State Standards、以
下 CCSS）である。
　アメリカの学校図書館界では、この CCSSが大きな話題となっており、





次にニューヨーク州（State of New York）や AASLの対応を概観し考察する。
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2．「全州共有基礎基準」（CCSS）の概要
　教育に大きな関心を寄せるビル・メリンダ・ゲイツ財団（Bill & Melinda 





れた。同財団は、2009 年には CCSSO に 1,200 万ドル、NGA Center には
2009‒2011 年間に 200 万ドルを寄贈した。そのようなことから、NGA 
Centerと CCSSOは 2009 年にパートナーシップを組み、コア・カリキュラ
ム（科目）の作成努力を続け、Achieveは評価役を務めた。そして、2010
年に公表されたのが「全州共有基礎基準」（CCSS）である。その基準は、
NGA Center、CCSSO、College Board 等の共同プロジェクト名である







































　他方、オバマ政権下の連邦政府教育省（U. S. Department of Education）は、
アメリカが国際的な経済競争の中で勝ち抜いていくための人材養成を視野
に、2009 年に成立した「アメリカ回復・再投資法」（American Recovery and 
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Reinvestment Act）から捻出された 43 億 5,000 万ドルを基に、州に教育改革






































の動きが見られるようになった。2005 年に開催された NGA Centerの第５
回教育サミットのテーマは、大学進学や就職とうまく結び付くような方向









アメリカ教員連盟（American Federation of Teachers）、全米英語（国語）教師協
議会（National Council of Teachers of English）、全米数学教師協議会（National 


































AASLが 2007 年に作成している「21 世紀の学習者のための基準」（Standards 
for the 21st‒Century Learner）と類似している。
3．「全州共有基礎基準」（CCSS）とニューヨーク州の図書館界
3.1 　ニューヨーク州の「共通基礎学習基準」（Common Core Learning 
Standards）
　ニューヨーク州は、CCSSが公表された翌年の 2011 年に、約 15％を追
加・変更して州の学習基準を作成した。州基準の名称は「共通基礎学習基

























2009 年には『学習者に力を与える』（Empowering Learners: Guidelines for School 
Library Media Programs）と『21 世紀の学習者のための基準の実施』（Standards 





Information Fluency Continuum: Benchmark Skills for Grades K‒12/Assessments/
Common Core Alignment、以下 ESIFC）に改称した。そして、ニューヨーク州図
書館協会（New York Library Association）とニューヨーク州学校図書館システ












































ビス目標として 1998 年に「生徒の学習のための情報リテラシー基準」（The 
















準」（English Language Arts）、「歴史と社会の読み能力基準」（Reading Standards 
for Literacy in History/Social Studies）、「科学と工学の読み能力基準」（Reading 
Standards for Literacy in Science & Technical Subjects）、「歴史、社会、科学、工学
の書き能力基準」（Writing Standards for Literacy in History/Social Studies, Science, & 
Technical Subjects）と「21 世紀の学習者のための基準」をマッピングさせ公
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表している。幼稚園から 12 年まで学年ごとのマッピングを行い、2012 年
には数学分野でも行っている12）。
　2013 年には、AASLは上記のAchieveと組んで、『全州共有基礎基準の実
施：スクール・ライブラリアンの役割』（Implementing the Common Core State 
Standards：The Role of the School Librarian、以下『CCSSの実施』）を作成・公表し
ている13）。
　それは、サンノゼ州立大学（San Jose State University）の図書館情報学部





Common Core State Standards: The Role of the Secondary School Leader）、『全州共有
基礎基準の実施：スクール・カウンセラーの役割』（Implementing the Common 


























































































































































較的低い国の方に入っているという状況である。2009 年の OECDの PISA
















































































話題になっている。作成機関の NGA Center と CCSSO（厳密には CCSS 
Initiative）は 44 州とコロンビア特別区が CCSSを教育基準として採用して
いると誇らしげに記し、連邦政府もバックアップしている。しかし、44 州
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の中に入っていたインディアナ州（State of Indiana）は最近脱却し、2014 年
に独自の教育基準を作っている。このように、CCSSは未だ流動的である。
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